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は じめに

老健法にもとずき免疫便潜血検査2日 法(以 下便

潜血検査と略)を 用いた大腸集検が全国に普及しつ

つある。我々は便潜血検査陰性癌の拾い上げのため,

人間ドックにおいてS状 結腸内視鏡検査法(以下SF

法と略)に よるスクリーニングを試みている1)2)が,

今回,便潜血検査法とSF法 を併用した症例について,

便潜血検査の直腸およびS状 結腸癌に対する感度を

推定するとともに,併 用法の有用性について検討し

たので報告する。

対象 と方法

平成4年6月 より平成6年3月 までの泊まり人間

ドックのうち,免 疫便潜血検査2日 法(以 下便潜血

検査 と略)とSF法 の両者による検査をともに実施し

た2,101人 を対象とした。

SF法 は,前 処置 としてグリセリン100ml浣 腸のみ

とし,肛 門より約50cm(S状 結腸と下行結腸の移行

部近傍)ま で観察し,5mm以 上の腫瘍性病変と悪

性疾患が疑われる病変を異常あり(精検対象)と し,

専門医療機関に全大腸検査と局在病変の治療を依頼

した。5mm未 満の腫瘍性病変は異常なしとし,逐

年検診を勧めた。

便潜血検査はOCヘ モデイア2日 法を用いた。

精 検 はSFと 注 腸X線 検 査,も し くはtotal

colonoscopyを 原則とし,その選択は専門医療機関に

委任 した。

結 果

受診者の内訳を表1に 示す。便潜血検査の要精検

者(陽 性者)は10.7%,SF要 精検者(5mm以 上の

腫瘍性病変と悪性疾患が疑われる病変)は19.2%で,

表1受 診者の内訳

要精検 率(85+140+318)/2101=25.8%
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いず れかでの要精検 を指摘 された ものは,543(85+

140+318)人 で,要 精検率 は25.8%で あった。

併用法の結果を全体でみると表2の 如 く,要 精検

率25.8%,精 検 受診率80.5%,癌 発 見率0.71%,早

期癌の割合は86.7%で あった。

要精検者の内訳 を表3に 示す。SFの み異常,便 潜

血検査陽性かつSFが 異常,及 び便潜血検査のみ異常

の三 つのグループにわけられる。

全体 の精検 受診者 は437人 で 精検受 診率80.5%

(437/543)と な るが,SFの 精 検受診率89.3%(285+

76/318+85)で,便 潜血検査の精検受診率 は67.6%

表2S状 結腸内視鏡と便

潜血検査によるスク

りーニングの結果

(76+76/85+140)で あった。また便潜血検査のみ

異常者の精検受診率は76/140で54.3%と な り低かっ

た。癌 は15名 発見され,そ の うち早期癌は13名(86.7

%)で あ るが,こ のうちにはSFの み異常すなわ ち便

潜血検査陰性癌が5名 存在 した。 また便潜血検査の

み陽性の癌が2名 存在した。 これは下行結腸 と上行

結腸 の癌で,SF観 察範囲外の癌であった。

カルチノイ ドが7名 発見されているがいずれ も便

潜血検査陰性であった。

尚便潜血検査陽性者のうち異常なしは48(2+46)

人 とな り,精 検受診者152(76+76)人 の31.6%に 相

当した。

SFに て発見 された腫瘍性病変(癌 と腺腫)の 便潜

血検査陽性率を大 きさ別 に検討 した(表4)。9mm

以下 の腺腫 は19.4%,癌 は25%し か陽性 となってい

ないが,10mm以 上 では腺腫57.1%,癌77.8%陽 性

であった。

SFに て発見 された癌の便潜血検査陽性率 を検討

(表5)し た。深達度 をみると,sm癌 とpm癌 の症

例がな く検討できないが,m癌 は6/11で,s以 深 の

表3要 精検者の診断の内訳

表4SF発 見腫瘍性病変の便潜血検査

陽性率

表5SF発 見癌の便潜血検査陽性率

表6SF発 見便潜血検査陰性のがん

表7SF観 察範囲外のがん
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癌 は2/2で あ った。形態は有茎性隆起5/8,無 茎

性隆起1/3,陥 凹型2/2で あった。大 きさは前述

した如 く,1cm未 満 では1/4で あ るが,1cm以 上

では7/9で あ った。部位は直腸4/7,S状 結腸4/

6で あった。

SFに て発見 された便潜血陰性癌 を表6に 示す。便

潜血陰性癌 は大 きさ4mmか ら20mmま でで,す べ

てm癌 であった。

SF観 察範囲外の癌 は上行結腸 と下行結腸の2例 で

あった(表7)。

考 察

老健法にもとづ き,便 潜血免疫2日 法の大腸集検

が全国に普及 しつつあるが,消 化器集団検診全国集

計の過去5年 間(昭 和63年 ～平成3年 度)3)4)5)6)7)の大

腸検診成績によると,癌 発見率は0.11～0.13%で 早

期癌割合は46.0～52.1%と ほとんど変動がない。我々

は先に,S状 結腸 内視鏡検診を試み,化 学法を主体 と

した便潜血検査 と大腸癌検出の効率 について検討 し

た1)。前回の検討1)2)は,異 なった母集団の評価であっ

たため,今 回免疫便潜血2日 法 とSF法 を併用 した症

例 についてその有用性を検討した。

要精検率に関 して,25.8%と4人 に1人 は精密検

査が必要となった。精検処理能力が問題 となってい

る現在,低 い方が望 ましいと考 えられ るが,SF法 で

の要精検率が19.2%と その多 くを占めていた。精検

対象は5mm以 上 の腫瘍性病変 と悪性疾患が疑われ

る病変 としているが,今 後慎重な検討が必要である。

精 検 受診 率 に 関 して は,80.5%と 全 国集 計

55.59～64.73%に 比 して高率である。SF法 と便潜血

検査の精検受診率は各々89.3%と67.6%で,SF法 の

精検受診率が高い。それは,SF法 のTVモ ニ ターや

プリンター等の画像 を示しての病変の説得力が高い

ためと考えられる。SF陰 性便潜血検査陽性の精検受

診率が54.3%と 低 いこともある面で この ことを反映

している。そしてSF陰 性便潜血検査 陽性者の精検法

は,各 専門医療機関に委任 しているため再度SF及 び

注腸X線 検査がなされ,検 診者からは不評であった。

SF陰 性便潜血検査陽性者の精検法 を注腸X線 検査

もしくはtotal colonoscopyと 規 定 したい。

癌発見率は0.71%,早 期 癌の割合 は86.7%で,全

国集計に比 して高率であった。便潜血検査陰性癌は

全体の33.3%存 在 したが,SFの 観 察範囲内の便潜血

検査陰性癌 は38.4%で あった。SF観 察範 囲外の癌は

便潜血検査で しか検 出されないので,こ の値が直腸

とS状 結腸の便潜血検査陰性癌の真の値と考えられ,

約4割 の癌が便潜血検査のみでは検出されないこと

が推定される。深達度,大 きさ,形 態,部 位におい

て検討し,大 きさと深達度において相関関係がある

と推定された。

便潜血検査陰性癌に関して,癌 登録,死 亡票,事

後調査,事 後報告,逐 年検診,問 診票からの拾い上

げ,な どによる検討があるが,免 疫便潜血検査2日

法の陰性癌にかぎると,斎藤ら8)23.0%,樋渡ら9)43.6

%(m癌 を除 くと35.6%),仲 間ら10)36%(m癌 を除

くと32%)と 報告している。また,岩 瀬 ら11)は1次検

診のSF法 で判明された陰性癌,及び逐年検診により

陰性癌の実態を調べ,1cm以 上のsm癌 を発見目標

とした場合,2日 法のその陰性癌の発生率は7.7%と

報告している。しかし,光島ら12)は深達度sm以 下の

単発大腸癌103例に対して,全大腸内視鏡検査と便潜

血検査(RPHA1日)を 行い,免 疫学便潜血検査の

感度は病巣の大きさと最も深い関係にあり,20mmを

こえる大腸癌には有用であるが,20mm以 下の病巣

はたとえ進行癌であっても過半数が陰性癌となる可

能性が高いと報告している。光島らの検討は免疫1

日法であることに少し問題があるが,便 潜血検査陰

性癌に関して,さ らに慎重な検討が必要である。

便潜血検査陰性癌とは逆に,SF法 にて発見されな

かった癌が2例 便潜血検査で拾い上げられている。

受診者の0.01%,発 見癌の13.3%と 低 く効率は悪か

ったが,SF法 単独にては観察範囲外の進行癌でさえ

も検出できないので,便 潜血検査を併用する意義が

ある。

尚カルチノイドが7例 発見(発 見率0.33%)さ れ

たが,決 して希な疾患ではなく,便 潜血検査はすべ

て陰性であった。

以上,便 潜血検査陰性癌が約4割 近 く存在するこ

と,便 潜血検査陰性癌の詳細に関して見解が一致し

ていないこと,及 びカルチノイドに便潜血検査は無

効であることから,SF法 が導入可能な検診機関は便

潜血検査にSF法 を併用することが望ましいと思われ

た。

SF法 の問題点は,1)total colonoscopyで はな

く,全 大腸を観察 してないこと,2)処 理能力に限

界があり,小 集団にしか適応してないこと,3)要

精検率が高くなること,4)内 視鏡で発見される病

変の取扱い方(Targetは 何か,そ の指標は何か)な

どが上げられるが,今後も便潜血検査にSF法 を併用

し,さ らに検討していきたい。
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結 語

便潜血検査(免疫学便潜血2日)法 にSF法 を併用

し,両者共に実施された2,101人 を検討し,以下の結

果を得た。

1)併 用法の癌発見率は0.71%で,早 期癌の割合は

86.7%で あった。

2)SF観 察範囲内において,便潜血検査陰性癌が38.4

%存 在した。

3)カ ルチノイドが7例SF法 により発見(発見率0.3

%)さ れたが,い ずれも便潜血検査陰性であった。

本論文の要旨は第24回消化器集団検診九州地方会

にて発表した。
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